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はじめに

小林市は、宮崎県南西部、霧島火山のふもとにあり、古くは日向国十六駅の一つである夷守

駅の所在地に比定されるなど、歴史と伝説を残す町です。現在は花と星空と湧水の美しい田園

観光都市として発展を続けています。

平成11年度に上薗地区、平瀬野地区、平成12年度に大平地区の発掘調査を行いました。いず

れも縄文時代早期の遺跡が確認され、平瀬野遺跡では集石遺構が 7基、大平遺跡では集石遺構

が 1基発見されました。

これらが学校教育、生涯学習の一環として広く活用されることを願ってやみません。

最後に、発掘調査に際しましては、九州電力株式会社および地元の皆さまには多大なるご理

解、ご協力をいただきました。また宮崎県文化課の方々をはじめ、調査に快くご協力ください

ました地元の方々、また調査、整理作業に従事してくださいました皆さまに姑して厚くお礼申

し上げます。

平成14年 3月

宮崎県小林市教育委員会

教育長 山 口 寅一郎



例 言

(1)本書は送電線鉄塔建設事業に伴う、埋蔵文化財調査

報告書です。

(動 発掘調査は九州電力株式会社の委託を受け、小林市

教育委員会が実施しました。

停)発掘調査地は小林市大字東方字上薗、平瀬野、大字

北西方字大平ほかです。

僻)調査は平成11、 12年度に実施され、整理・報告書作

成を平成13年度に行いました。

脩)調査面積は2,700∬です。

俗)本書の遺構・土層図等にみられるレベル数値は海抜

絶対高です。

(7)本書にみられる色調は標準土色帳を用いました。

(8)発掘調査は重留康宏が行い、本書の編集は中村真由

美が担当しました。

(9)遺物実測・製図・ トレース・写真図版等の分担は次

のとおりです。

・遺物の水洗・注記・整理・分類

・遺物の復元 。接合

。遺物実測・製図・ トレース

・遺物写真撮影

tの 本書に関する記録 。図面・及び出土遺物は小林市教

育委員会が保管しています。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経緯

事業は、送電線鉄塔建設を主としており、総事業面積

68,371∬ である。小林市教育委員会では平成10年度に事

業予定地を試掘調査したところ、遺物の分布を確認した。

そこで、九州電力株式会社、市教育委員会の二者で埋

蔵文化財の保護について協議を行った。その結果、事業

施工上現状保存が困難な部分について記録保存の措置を

とることとなった。調査は市教育委員会が主体となり、

2,700だ を平成11年 4月 28日 から平成12年 7月 8日 まで

調査を実施した。

第 2節 調査の組織

調査の組織は次のとおりである。

調 査 主 体 小林市教育委員会

教  育  長 瀬戸回克彦 (～平成■年)

山口寅一郎 (平成12年～)

社会教育課長 山口 末男 (～平成11年 )

上原 守義 (平成12年～)

社会教育係長 堀  英博 (～平成12年 )

上別府 優 (平成13年～)

調  査  員 重留 康宏

発 掘作 業 員 

整理作 業員 

第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

小林盆地は、北を四万十層群からなる裏日向山地、西

を加久藤溶結凝灰岩からなる溶灰岩台地に、また南を霧

島火山群によって囲まれている。地形は、北部の四万十

層群を基盤とする扇状地と、南部の霧島火山の溶岩流末

端から形成された新旧の扇状地、および海抜200m前後

のシラス台地とからなり、盆地底の大部分はシラス台地

とそれが浸食されて形成された段丘からなり、最低位に

氾濫原性低地がかなり発達している。河川は、盆地内を

石氷川などの小河川が流れ、合流して大淀川の支流岩瀬

川となって東流し、西部では川内川支流の池島川が西流

する。また、市内には湧水 も多 く、約50ケ 所点在す

る。
1)

第2節 歴史的環境

小林市内の遺跡は、平成 4、 5年度実施の市内遺跡詳

細分布調査では163か所確認されている。
2)

次に、これまで調査・報告されている遺跡について、

時代別に概略を挙げる。

旧石器時代の遺跡は、横峰迫 (大字南西方字横峰迫)

で黒曜石製の打製石器が採集されている。
3)

縄文時代の遺跡は、本田遺跡
4)(大
宇東方字坂ノ下)、

山中前遺跡
5)(大
字細野字山中前)、 鬼塚遺跡

6)(大
字

南西方字鬼塚)、 こまくりげ遺跡
7)(大
字細野字出の山)

などがある。なかでも本田遺跡は、前期の住居としては

県内唯―であり、県指定を受けている。

弥生時代の遺跡の調査例としては、鬼塚ヒレ原遺跡
8)

(大字南西方字ヒレ原)の掘立柱建物跡がある。その

ほか東方、永久津、南西方で石包丁が出土しており、ま

た、小林小学校所蔵の重弧文土器片が知られている。

古墳時代の遺跡例は、地下式横穴墓が東二原
9)(大
字

真方字東二原)、 下の平
°
(大字水流迫字下の平)、 新田

場
D(大
字真方字新田場)、 尾中原

功
(大字北西方字尾

中原)等で確認されている。また、水落
D(大
字細野字

水落)、 平木場遺跡
め
(大字南西方字平木場)では住居

跡が調査されている。

歴史時代では、日向国16駅の一つ、夷守駅所在地が大

学細野字夷守に比定されている。
D平
安時代の遺跡とし

ては、竹山遺跡
1°

(大字細野字竹山)、 こまくりげ遺跡

から布痕土器などが出土している。中世の山城では、三

山城 (大宇細野字城山)、 小林城 (大字真方字下の馬場)、

内木場城 (大字東方字内木場)、 野首城 (大字東方字野

首)、 岩牟礼城 (大宇東方字城ヶ迫)1の などがあり、古石

塔群が穂屋下 (大字真方宇穂屋下)、 大久津 (大字東方

字大久津)、 下り (大字東方字下り)にある。近世では、

水落遺跡で江戸時代の墓が検出されている。
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第 1図 市内遺跡位置図 (縮尺 5万分の 1)

1.上薗遺跡    7.野 首遺跡群  13.大丸遺跡       19.谷 ノ木原遺跡 25。 森吹遺跡
2.平瀬野遺跡   8,市 谷遺跡群  14.東二原地下式横穴墓群 20,大久津遺跡  26.種子田遺跡群
3,大平遺跡    9.橋 満遺跡   15,新田場遺跡群     21.永 野遺跡   27.十三塚遺跡群
4.大平遺跡群   10.野中遺跡   16。 小林城跡       22.梅 木原遺跡
5.永久井野遺跡群 H.平 才原遺跡群 17.梶ノ尾遺跡      23.立 山前遺跡群
6.ひばり野遺跡群 12.内木場城跡  18.下津佐遺跡      24.小 林原遺跡群

-3-





上 菌 遺 跡





第 1章 はじめに 第Ⅲ層

アカホヤ火山灰層である。本遺跡においては良好な堆

積は見られず、わずかに遺跡南部において堆積するのみ第 1節 調査に至る経緯
上薗遺跡は、宮崎県小林市大字東方字上薗に所在する。  である。

上薗地区は、1993年 に実施された市内遺跡詳細分布調  第V層

査で考古遺物の散布が認められた「周知の埋蔵文化財包   牛ノ睡ローム層。いわゆるカシワバン層である。遺跡

蔵地」であった。その上薗遺跡の一部に九州電力が鉄塔  全体において良好に堆積するものの、遺跡北部において

建設を計画したことから、造成工事に先立つ埋蔵文化財  は良好な堆積が見られない。

の調査が必要となった。 第V層

そこで、小林市教育委員会は遺跡の規模・内容を把握   黒褐色土で、縄文時代早期の包含層である。

するため、遺跡確認調査をおこなった。 第Ⅵ層

調査の結果、建設予定地から、縄文時代の遺跡が確認   黒褐色土と小林軽石層の漸位層である。

されたことから小林市教育委員会は、本調査を平成11年  第Ⅶ層

4月 28日 から7月 8日 まで実施した。 小林軽石層。遺跡全体に厚く堆積する。

第Ⅷ層

粘土層。

以上が本遺跡の基本層序である。植林のために第V層

上部まで撹乱をうけるなど良好に残存しているとは考え

第 2章 調査の概要

第 1節 調査の経過

当初は、丘陵上の台地を調査する予定であったが、そ にくいこと。予想以上にアカホヤの削平が激しかったた

の後九電側に変更があり丘陵の斜面を調査する事となっ めに、遺構の検出をあきらめ、できるだけ多くの遺物を

た。 取 り上げることにした。

調査地には、杉や檜などの雑木が繁っており、まずそ   Ⅲ層、Ⅳ層ともに人力で剥ぎ取り、縄文早期の調査に
れらを伐採することから調査は始まった。廃土置き場の  移行した。V層中部上面で遺構の精査を行ったたが、集
関係上、現場を 1区 と2区に分割し、 1区から発掘する  石遺構をはじめとする遺構は検出されなかった。その後
ことにした。 1区の表土を重機によって除去した。    小林軽石上面まで掘り進め調査を終了した。

基本層序

遺物の取り上げ、遺構図、地形図などはトータルステ

ーションを用いCADで作図したが、雨天時には一部平
試掘調査で得られた資料と、本調査の第 1、 第 2ト レ  板を用いている。土層図は20分の 1で実測した。
ンチから得られた層序の情報から遺跡全体を見通した基

本層序を設定した。

これらの基本層序は、地形的な変化や人為的な改変に

より欠如もしくは、付け加わる場合もある。       第 1節 土器

以下、その堆積の状況を示す。             本遺跡からは、約150点の上器が出土している。土器

第 I層                        はすべて第V層から出土したものであり、縄文早期に該

表土。黒色の耕作土であり、杉、檜などの植林などに  当する。

より全面撹乱を受ける。

第Ⅲ層                         第 1類 (第 5図 1～ 7)

第 I層 と第Ⅲ層の撹乱土であり、黄褐色を呈する。遺   中原式土器 口縁部外面に貝殻条痕文が波状に施文さ

跡全体にわたり厚く堆積し、チャートなどの剥片が出土  れている。

する。第 I層 と同様な撹乱を受ける。

第 3章 遺物
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第 2図 上薗遺跡位置図 (縮尺 5千分の 1)
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第 2類 (第 6図22～34)                 c類 (第 9図 62、 第10図 93)

吉田式土器 円筒形と角筒形の 2器種がある。23、 24   平基無≧鏃で、全体の形状が正三角形をなすもの。
は外面に楔形の突起力胡占付されている。         D類 (第 9図 70～ 72)

第 3類 (第 7図35～39)                 凹基無茎鏃で、全体の形状が二等辺三角形をなすもの。

石坂式上器 胴部に貝殻条痕文が羽状に施されてい  E類 (第 9図 74、 75)
る。                          平基無茎鏃で、全体の形状が二等辺三角形をなすもの。

第 4類 (第 7図 40～46)                F類 (第 10図 73、 77、 第11図88)

手向山式土器 大型の山形押型文が縦位に施文されて   凹基無≧鏃で、V字状の基部を持つもの。
いる。                         G類 (第 9図 78、 79、 85、 86、 第10図87)

第 5類 (第 7図47～51)                 その形状から第D類の未製品と推測される。

平棒式上器 51は 半裁竹管による連点が施されてい   このように石鏃を形態により分類した。アカホヤ下層
る。                          から出土しているためいずれも縄文時代早期に該当する

第 6類 (第 7、 8図 52～56)              ものである。石材のほとんどは、気泡を含まない黒曜石

塞ノ神式土器 561ま 口縁部に撚糸文を縦位に施し、下  である。
位を沈線文で幾何学文的に区画されている。

第 7類 (第 7図21)                     スクレイパー (第 9図 80)

押型文土器 山形押型文が斜位に施されている。     総数 8点が出土した。
第 8類 (第 5、 6図 15～20)

無文土器 いずれも胴部片である。          使用痕剥片 (第 11図 )

総数 9点が出土した。

第 2節 石器

本遺跡から発掘された石器は、すべて縄文時代に該当  2次調整剥片 (第11図116～ 124)

するものであり、その出土数は剥片を含めると数百点を   総数 9点が出土した。
超える。出土状況としては、包含層 (V層)か らの出±   120、 1241ま縦長剥片を素材としたものである。側辺に

のみであり、石材のほとんどは気泡のない黒曜石である。  使用痕が認められスクレイパー的な機能が想定される。
石鏃、剥片等のうち、11点について産地同定を行ったと  石核 (第 11図 95、 96、 98～ 100、 102、 105)
ころ、すべて桑ノ木津留産 (えびの市)と の結果を得た。

以下、石器の器種ごとに分類し記述していく。     第 3節 まとめ

上薗遺跡では、遺構は検出されなかったものの、約

石鏃 (第 9図)                    500点 にのぼる縄文時代早期遺物が出土した。

総数24点 (う ち未製品 5点)が出土した。その分布に   調査区は斜面上であり、遺跡の中心は当初鉄塔建設が
おいては集中する箇所はなく、遺跡全体からまんべんな  計画されていた台地上であったと推測される。900�に
く出土している。                   満たない狭い範囲の調査であったが、小林市の縄文時代

石鏃はその形態的な特徴から大きく7類に分類した。  早期を知るうえで貴重な資料を得ることができた。
A類 (第 9図63～ 66)

凹基無茎鏃で、主要剥離面を残す。全体の形状が正三

角形をなし、基部がゆるやかなU字状をなす。

B類 (第 9図67～ 69、 76、 第11図94)

凹基無茎鏃で、全体の形状が正三角形をなし、基部が

ゆるやかなU字状をなすもの。
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第 1節 調査に至る経緯

第V層

牛ノ歴ローム層。いわゆるカシワバン層である。遺跡

全体において良好に堆積するものの、遺跡北部において

平瀬野遺跡は、宮崎県小林市大字東方字平瀬野に所在  は良好な堆積が見られない。

する。 第V層

平瀬野地区は、1993年 に実施された市内遺跡詳細分布   黒褐色土で、縄文時代早期の包含層である。

調査で考古遺物の散布が認められた「周知の埋蔵文化勁  第Ⅵ層

包蔵地」であった。その平瀬野遺跡の一部に九州電力が   黒褐色土と小林軽石層の漸位層である。

鉄塔建設を計画したことから、造成工事に先立つ埋蔵文  第Ⅶ層

化財の調査が必要となった。 小林軽石層。遺跡全体に厚く堆積する。

そこで、小林市教育委員会は遺跡の規模・内容を把握  第Ⅷ層

するため、遺跡確認調査をおこなった。 粘土層。

調査の結果、建設予定地から、縄文時代の遺跡が確認   以上が本遺跡の基本層序である。植林のために第V層

されたことから小林市教育委員会は、本調査を平成11年  上部まで撹乱をうけている。

10月 5日 から11月 9日 まで実施した。 Ⅲ層、Ⅳ層ともに人力で剥ぎ取り、縄文早期の調査に

移行した。V層中部上面で遺構の精査を行い、集石遺構

が 7基検出された。その後小林軽石上面まで掘り進め調

査を終了した。

遺物の取り上げ、遺構図、地形図などはトータルステ

第 2章 調査の概要

第 1節 調査の経過

本遺跡は丘陵の台地上で東に向かってゆるやかに傾斜 ―ションを用いCADで作図したが、雨天時には一部平
している。調査地は、他地区同様、杉や檜などの雑木が 板を用いている。土層図は20分の 1で実測した。

繁っており、それらを伐採後表土を重機によって除去し

た。

第 1章 はじめに

第 3章 遺橋・遺物

基本層序                       第 1節 集石遺構 (第 16図 )

試掘調査で得られた資料と、本調査の試掘により基本   本遺跡からは 7基の集石遺構が検出している。調査日

層序を設定した。                   誌等の記録がないため詳細は不明であるが、集石 1、 4、

以下、その堆積の状況を示す。             7に ついては遺構実測図に焼成を受けた形跡がある等の

第 I層                        記載がある。また集石 4は、調査者の所見によると、石

表土。黒色の耕作土であり、杉、檜などの植林などに  組炉の可能性が高い。

より全面撹乱を受ける。

第 1層                        第 2節 土器 (第19～24図 )

第 I層 と第Ⅲ層の撹乱土であり、黄褐色を呈する。遺   本遺跡からは、約70点の土器が出土している。土器は

跡全体にわたり厚く堆積し、チャートなどの剥片が出土  すべて第V層から出土したものであり、縄文早期に該当

する。第 I層 と同様な撹乱を受ける。          する。

第Ⅲ層

アカホヤ火山灰層である。本遺跡においては良好な堆  第 1類 (第19図 1、 2)

積は見られず、わずかに遺跡南部において堆積するのみ  吉田式上器 1は胴部片、 2は口縁部で外面に貝殻腹縁

である。                        により施文されている。
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第 2類 (第20図 3、 4)

石坂式上器  3、 4は日縁部で、外面は羽状に施支さ

れている。

第 3類 (第21図 5～ 18)

塞ノ神式上器

第 4類 (第22図 19～30)

轟式土器 出土した土器は、横・斜め方向に条痕を施

したものがほとんどである。日縁端部にはハイガイ腹縁

によるキザミロがある。

第 5類 (第23図 31～ 34)

鎌石橋式土器 外面に縦方向の条痕文を施し、さらに

横位や斜位の条痕文を重ねて施している。

第 6類 (第24図35～ 46)

その他

第 3節 石器 (第24図 )

本遺跡から発掘された石器は、すべて縄文時代に該当

するものであり、その出土数は約30点である。出土状況

としては、包含層 (V層)か らの出上のみであり、石材

のほとんどは気泡のない黒H4_石である。石鏃、剥片等の

うち、5点について産地同定を行ったところ、2点 (48、

53)が姫島産 (大分県)、 残り3点が桑ノ木津留産 (え

びの市)と の結果を得た。

第 4節 まとめ

本遺隊は、比較的傾斜のゆるやかな立地のためか、集

石遺構が 7基検出された。集石はいずれも調査区の北側

に偏在している。遺物はみな縄文時代早期である。遺物

量は土器、石器合わせて100点程度と多くはないがやは

り北側に分布が集中している。今回の調査では牛ノ胚ロ

ーム層直下から鎌石橋式と思われる土器が、縄文早期包

含層 (V層)から轟A式上器が出土しており、先後関係

が層位的に確認された。
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第13図 平瀬野遺跡位置図 (縮尺5千分の 1)
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大 平 遺 跡





第 1 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

大平遺跡は、宮崎県小林市大字北西方宇大平に所在す

る。

大平地区は、1993年 に実施された市内遺跡詳細分布調

査で考古遺物の散布が認められた「周知の埋蔵文化財包

蔵地」であった。その大平遺跡の一部に九州電力が鉄碁

建設を計画したことから、造成工事に先立つ埋蔵文化財

の調査が必要となった。

そこで、小林市教育委員会は遺跡の規模・内容を把握

するため、遺跡確認調査をおこなった。

調査の結果、建設予定地から、縄文時代の遺跡が確認

されたことから小林市教育委員会は、本調査を平成12年

6月 1日 から7月 26日 まで実施した。

本遺跡は丘陵の傾面に立地している。

調査地は、他地区同様、杉や檜などの雑木が繁ってお

り、それらを伐採後表土を重機によって除去した。

基本層序

試掘調査で得られた資料と、本調査時の試掘により基

本層序を設定した。

第 I層

表土。黒色の耕作土であり、杉、檜などの植林などに

より全面撹乱を受ける。

第Ⅱ層

第 I層 と第Ⅲ層の撹乱土であり、黄褐色を呈する。遺

跡全体にわたり厚く堆積し、チャートなどの剥片が出土

する。tt I層 と同様な撹乱を受ける。

第Ⅲ層

アカホヤ火山灰層である。本遺跡においては良好な堆

積は見られず、わずかに遺跡南部において堆積するのみ

である。

第V層

牛ノ睡ローム層。いわゆるカシワバン層である。遺跡

全体において良好に堆積するものの、遺跡北部において

は良好な堆積が見られない。

第V層

黒褐色土で、縄文時代早期の包合層である。

第Ⅵ層

黒褐色土と小林軽石層の漸位層である。

第Ⅶ層

小林軽石層。遺跡全体に厚く堆積する。

第Ⅷ層

粘土層。

以上が本遺跡の基本層序である。植林のために第V層

上部まで撹乱をうけている。

Ⅲ層、Ⅳ層ともに人力で剥ぎ取り、縄文早期の調査に

移行した。V層中部上面で遺構の精査を行ったが、集石

遺構が 1基検出された。その後小林軽石上面まで掘り進

め調査を終了した。

遺物の取り上げ、遺構図、地形図などはトータルステ

ーションを用いCADで作図したが、雨天時には一部平

板を用いている。土層図は20分の 1で実測した。

第 2章 遺橋・遺物

第 1節 集石遺構 (第26図 )

本調査区は急傾斜面に立地することから、遺構発見は

予想していなかったが、集石遺構が 1基検出された。

第 2節 土器 (第28図 )

本遺跡からは、 5点の上器が出土している。土器はす

べて第V層から出上したものであり、縄文早期に該当す

る。

第 3節 石器 (第28図 )

本遺跡から発掘された石器は、すべて縄文時代に該当

するものであり、その出土数は 7点である。出土状況と

しては、包含層 (V層)か らの出土のみであり、石材は

気泡のない黒曜石である。石鏃未製品、剥片等のうち、

4点について産地同定を行ったところ、すべて桑ノ木津

留産 (えびの市)と の結果を得た。

第 4節 まとめ

本遺跡は、急斜面上ではあるが、集石遺構が 1基検出

された。遺物はすべて縄文時代早期で、土器、石器合わ

せて12点程度しか出土しなかった。

圭早
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上薗・平瀬野・大平遺跡の調査では、縄文時代早期の

遺構 。遺物が出上した。いずれも民有林、国有林内であ

り、今回のような工事がないかぎり、まず足を踏み入れ

る機会はない場所である。本調査によって縄文人の活動

範囲の広さを改めて知った思いである。

出土土器は、貝殻文系土器、条痕文系土器、押型文系

土器、無文土器が見られる。石器は、産地同定を行った

20点のうち、桑ノ木津留産が18点、姫島産が 2点であっ

た。

本調査は当時小林市の委託職員であった重留康宏氏

(現在宮崎県埋蔵文化財センター嘱託職員)によつて実

施された。本報告書は、氏の作成した図面を一部修正し、

また上薗遺跡の記述については氏のフロッピー原稿に加

筆したものを掲載している。

最後に、調査に協力してくださいました皆様、そして

重留氏に感謝して終わります。
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第26図 大平遺跡位置図 (5千分の 1)
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図版 1

上薗遺跡遺物出土状況

図版 2

上薗遺跡作業風景

図版 3

平瀬野遺跡完掘
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図版 4

平瀬野遺跡集石出土状況

図版 5

平瀬野遺跡集石 3

図版 6

平瀬野遺跡集石 4
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図版 7

大平遺跡遺物出土状況

図版 8

大平遺跡集石
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図版 9 上薗遺跡出土上器 1
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図版10 上薗遺跡出土土器 2

-51-



図版11 上菌遺跡出土上器 3
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図版12 上薗遺跡出土石器 1
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図版13 上薗遺跡出土石器 2
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図版14 平瀬野遺跡出土土器 1
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図版15 平瀬野遺跡出土土器 2
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図版16 平瀬野遺跡出土遺物
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図版17 大平遺跡出土遺物
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附

上薗・平瀬野 。大平遺跡出土の黒曜石遺物の

原産地分析

編





上薗・平瀬野・大平遺跡出上の黒曜石製遺物の原材産地分析

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的

に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易および文化

圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により

サヌカイトおよび黒曜石遺物の石材産地推定を行なって

いる Z`♪。石材移動を証明するには必要条件と十分条件

を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した岩

石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭

原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭か

らの流れたルートを地形学などで証明できれば、他の露

頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件

を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産地の調査のみで

移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『石

器とある産地の原石の成分が一致したからと言って、そ

この産地のものと言い切れないことは、他の産地にも一

致する可能性が推測されるからで、しかし一致しなかっ

た場合そこの産地のものでないと言い切れる。』が大原

則である。

考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非

常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、

見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が

加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が

意識して一致させた可能性があり、一致すると言うこと

は、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係

を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式に

よる分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組

成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近

い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方と

の交流を示す土器が出上しているなどを十分条件の代用

にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播

した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が

移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致

し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に

地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然

の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA

藁 科 哲 男

(京都大学原子炉実験所)

産地の原石と決定することができない。従って、石器原

材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料と

ならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否

定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証塑

がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致

しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用

である。それは石器に関してはB産地と交流がなかった

と言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり

地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D。 ・・ 。)の原

石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないこと

を十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決

定することができる。この十分条件を肉眼観察で求める

ことは分類基準が混乱し不可能であると思われる。

また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別

できるかは、それぞれが使用している産地分析法によっ

て、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客

観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少な

ければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイ

トなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられ

ないが、不純物として含有される微量成分組成には異同

があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を

行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標

とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原

産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石

群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比し

て、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を

求める。

次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析

のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十

分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産

地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行

うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産

地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原

石はA産地では10個中に一個みられ、B産地では一万個
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中に一個、 C産地では百万個中に一個、 D産 地で

は・・・ 。一個と各産地毎に求められるような、客観的

な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと

同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰

属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した黒

曜石製遺物は宮崎県小林市に位置する上薗遺跡出上の11

個、平瀬野遺跡出土の 5個、大平遺跡出土の 4個の合計

20個について産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状

の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析装置によっ

て元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、

Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分

析し、塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消す

ために元素量の比を取り、それでもって産地を特定する

指標とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、

Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量を産地を区別する

指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は黒曜石の

原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆

箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、の各地に黒曜石

の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。

黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされ、元素組成に

よってこれら原石を分頚 して表 1に示す。この原石群に

原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると205個

の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島

地域の観音崎、両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産地で、

姫島地域ではガラス質安山岩もみられ、これについても

分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一

部の黒曜石には、Srの含有量が非常に少なく、この特

徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別する、有用な

指標となっている。九州西北地域の原産地で採取された

原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 2)。 西

北九州地域で似た組成を示す黒曜石の原石群は、腰岳、

古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)お よび

淀姫、中町第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と

仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一群に

一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町

第一群に一致する遺物は中町系と分類した。

また、古里第二群原石と肉限的および成分的に似た原

看は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、この原石は姫

島産乳灰色黒曜石と同色調をしているが、組成によって

姫島産の黒曜石と容易に区別できる。もし似た組成の原

石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地に帰

属され原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物

の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群

および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石

産地は腰岳系、淀姫系および古里第二群の原石を産出す

る複数の地点を考えなければならない。角礫の黒曜石の

原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟田、大石)、

中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出しているこ

とから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から

円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報

となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する

川棚町大崎産地から北方 4kmに位置する松岳産地があ

るが、現在、露頭からは8mm程度の小礫しか採取でき

ない。また、佐賀県多久のサヌカイト原産地からは黒曜

石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地域の塚

瀬と小国の原産地は隣接し、黒曜石の生成マグマは同質

と推測され両産地は区別できない。

また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石は

ローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親

指大の黒曜石で、非常に広範囲な地域から採取される原

石で、福岡県人女市の昭和溜池からも同質の黒曜石が採

取され昭和池群を作った。従って南関等の産地に同定さ

れた遺物の原材産地を局所的に特定できない。桑の木津

留原産地の原石は元素組成によって 2個の群に区別する

ことができる。桑の木津留第 1群は道路切り通し面の露

頭から採取できるが、桑の木津留第 2群は転礫として採

取でき、これら両者を肉眼的に区別はできない。また、
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間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石のような黒灰

色不透粥な黒曜石から桑ノ木津留に似た原石が採取さ

れ、これらについても原石群を確立し間根ヶ平産黒曜石

を使用した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分

析によって桑の木津留第 1群と第 2群の使用頻度を遺跡

毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同じ比率

であれば遺跡間の交易、交流が推測できるであろう。石

炭様の黒曜石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、

長谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋

脇町上牛鼻産および平木場産の黒曜石は似ていて、肉限

観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成

で区別ができるが、上牛鼻、平木場産の両原石について

は各元素比が似ているため区別はできない。これは両黒

曜石を作ったマグマは同じで地下深くにあり、このマグ

マが地殻の割れ目を通って上牛鼻および平木場地区に吹

きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定でき

る。従って、産地分析で上牛鼻群または平木場群のどち

らかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として

上牛鼻または平木場地区を考える必要がありる。出水産

原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出

していてこれらは相互に区別できず日東系とした。竜ケ

水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の

段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒曜

石と容易に弁別できる。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して

安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎない

ため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可

能であると考えられる。黒曜石製の石器で、水和層の影

響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析に

なるため、水和層の影響を受けやすいと考えられる。

Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なっ

た場合、また除かずに産地分析を行った場合、いずれの

場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量に

ついても風化の影響を完全に否定することができないの

で、得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺

物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した上薗 。平瀬野 '大平遺跡出土の黒曜石製

遺物の分析結果を表 3に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石

群との比較をする。説明を簡単にするためRr/Zrの一変

量だけを考えると、表 3の試料番号82268番 の遺物では

Rr/Zrの値は1.062で、桑ノ木津留第1群の [平均値]±

[標準偏差値]は、1,080± 0,048である。遺物と原石群の

差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石

群から04σ 離れている。ところで桑ノ木津留第1群の原

産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均値

から±0.4σ のずれより大きいものが68個ある。すなわ

ち、この遺物が、桑ノ木津留第 1群の原石から作られて

いたと仮定しても、0.4σ 以上離れる確率は68%である

と言える。だから、桑ノ木津留第 1群の平均値から0.4

σしか離れていないときには、この遺物が桑ノ木津留第

1群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れ

ない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群

の平均値からの隔たりは、約 6σ である。これを確率の

言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採ってきて分析

したとき、平均値から6σ 以上離れている確率は、百万

分の一であると言える。

このように、百万個に一個しかないような原石をたま

たま採取して、この遺物が作られたとは考えられないか

ら、この遺物は、腰岳産の原石から作られたものではな

いと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、

「この遺物は桑ノ木津留第 1群に68%の確率で帰属され、

信頼限界のO.1%を 満たしていることから桑ノ木津留第1

群原石が使用されていると同定され、さらに腰岳群に一

万分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界のO.1%に

満たないことから腰岳産原石でないと同定される」。遺

物が一ヶ所の産地 (桑ノ木津留第1群産地)と一致した

からと言って、例え桑ノ木津留第 1群と腰岳群の原石は
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成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく

遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分

析)であることから、他の産地に一致しないとは言えな

い、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一

致する可能性は推測される。即ちある産地 (桑ノ木津留

第1群)に一致し必要条件を満たしたと言っても一致し

た産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断

を表 1の 205個すべての原石群について行ない、十分条

件である低い確率で帰属された原石群を消していくこと

により、はじめて桑ノ木津留第 1群産地の石材のみが使

用されていると判定される。実際はRr/Zrと いった唯 1

ヶの変量だけでなく、前述した8ヶ の変量で取り扱うの

で変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA

原産地のA群で、Ca元素とSr元素との間に相関があり、

Caの量を計ればSrの量は分析 しなくても分かるような

ときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比

較したとき、Ca量が一致すれば当然Sr量 も一致するは

ずである。もしSr量 だけが少しずれている場合には、

この試料はA群に属していないと言わなければならな

Vヽ。

このことを数量的に導き出せるようにしたのがオロ関を

考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を

求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによ

って、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同

定する4, 5)。 産地の同定結果は 1個の遺物に対して、

黒曜石製では205個の推定確率結果が得られている。今

回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い

確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入

を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非

常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含ん

でいる、すなわち、桑ノ未津留第1群産原石と判定され

た遺物について、台湾の台東山脈産原看、北朝鮮の会寧

遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和田

峠、霧ケllle産の原石の可能性を考える必要がない結果で、

高い確率で同定された産地のみの結果を表 4に記入し

た。原石群を作った原石試料は直径 3cm以上であるが、

小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素

含有量を求めるには、測定時間を長くしなければならな

ヤヽ。

しかし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物に

多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を

打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の

少ない元素では、得られた遺物の測定値には大きな誤差

範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越

て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行

なったときに、判定の信頼限界としている0,1%に達し

ない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合に

は、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノ

ビスの距離D2乗の値を記した。この遺物については、

記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗

値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群

の組成と似ているといえるため、推定確率は低いが、そ

この原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断されたもの

である。

また、遺物の原石産地が原石・遺物群の複数の原石産

地に同定されるときおよび、信頼限界のO。 1%の判定境界

の遺物は、分析場所を変えて、 5～ 20回分析し最も多く

の回数同定された産地を判定の欄に記している。分析し

た上菌・平瀬野 。大平遺跡出土永野地区遺跡出土の黒曜

石製遺物20個の各産地別使用頻度は、上菌遺跡の11個に

は全て桑ノ木津留産原石が使用され、平瀬野遺跡では 3

個に桑ノ木津留産、 2個に姫島産原石がそれぞれ使用さ

れ、大平遺跡では 3個 に桑ノ木津留産原石が、また分析

番号82274番 の遺物は、軽元素比Ca/K,Ti/Kを 入れる

と帰属確率が低 く同定され、205個の何処の群にも信頼

限界のO.1%に達しない。一般的に、遺物に被熱などの

履歴があり風化層が非常に厚くなっている場合が多い。

厚い風化の場合には、Kの元素が風化の影響の少ない遺

物に比べて、より大きく観測される。

これは推測であるが、風化層内のK元素が黒曜石表面
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02
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16
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1
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」
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00
10

0.
17
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02
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02
1」
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00
02
  
  
0.
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各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

表
1
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原
  
産
  
地
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石
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析
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数
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/K
Mn
/Z
r

死 F
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Zr
Rb
//
Zr
Sr
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Zr
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Zr
Nb
/Z
r
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/K
Si
/K

Ca
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K

宮
崎
県

群 群
物 物
遺 遺

Ｂ Ｂ

Ｈ Ｈ

４
８

４
８

0.
19
7」
ヒ
00
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75
4」
L0
05
5

04
14
」
LO
.1
00
  
15
57
」
LO
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74
00
98
」
壁
0.
04
2 
 7
.0
99
」
L0
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4

01
10
」
LO
.0
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90
0=
L1
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5
04
34
 
■
00
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 0
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75
」
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13
0 
 0
36
8」
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±
00
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 1
20
9
」
LO
.4
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0.
32
7■
0.
05
2
01
26
」
ヒ
00
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0.
09
3」
ヒ
00
22
  
  
6.
31
2」
LO
.5
25

0.
17
8」
LO
.0
69
  
01
78
」
ヒ
00
44
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38
±
1.
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2

鹿
児
島
県
Kl
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物
群
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2遺
物
群
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遺
物
群

SG
遺
物
群
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遺
物
群

KK
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物
群
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物
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４
５

４
６
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６

４
８
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２

４
８

４
６
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83
」
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.0
12

0.
40
2±
00
15

02
97
」
L0
01
3

1.
66
8」
LO
.0
34

1,
37
1■
00
74

0.
34
7」
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.0
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0,
52
1■
0.
01
2

01
01
■
0.
00
5

0.
14
6」
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.0
08

01
07
」
と
0.
00
5
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78
」
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,0
38

0.
68
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02
5

0.
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0」
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00
3

0.
12
2」
ヒ
00
04

0.
06
1」
LO
.0
24

0
.0
60
」
ヒ
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01
7

0.
05
3」
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.0
10

0
.0
82
」
ヒ
00
10

0
.0
61
」
ヒ
00
08

0
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0.
01
2

0
07
6」
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13
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13
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01
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29
±
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14
8

16
38
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表 2   九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)

九州西北地域原産地地区名 (原石個数 )

原 石 群

腰 岳 群
淀  姫 群
古里第一群

第二群

第三群

中町第一群

第二群

松浦第一群

第二群

第三群

第四群

椎 葉 川群

腰岳

(26)

100

100

古里  古里
淀姫   陸地  海岸
(44)    (66)    (21)

中町  牟田
(44)   (46)

大 石  椎 葉 川
(39)     (59)

33

51

100

26

18

28

33

51

49

33

100

37 24

100

95

12

98

63

11

25

14

14

32

51

24

17

9

5

57

33

24

24

2

88

68

57

2

91

80

2

43

50

26

39

24

39

54

52

８

　

６

８

　

９ 5

33

24

48

57

93

注 :同 定確率を 1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (No.6)判 定例
=古里第 1群 (62%),松 浦第1群 (37%),松 浦第2群 (23%),腰 岳(21%)が 1%以上で同定され
残 りの 125個 の原石群に対 しては 1%以下の同定確率であった。古里陸地 (66個 )
の腰岳群 37%は 66個 の中の 37%個 は腰岳群に 1%以上の同定確率で帰属される。

表 3  上薗・平瀬野・大平遺跡出土黒曜石製石器、石片の元素比分析結果

」G-1:標 準試料―Ando,A.,Ku rasawa,H.,O hlrori,T.&Tattda,E,1974 compilation of
data on the GJS geoChemical reference samples JG‐ l granodiorit e and

JB-l basalt.  ♂θο♂ぬ9望ηデ♂ガ デθ口rttβ′, Vol.8 175-192(1974)

-74-

析

号

分

番
元     素     比

Ca/K T1/ K MnZr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr  Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/ K

82268
82269
82270
82271
82272
82273
82274
82275
82276
82277
82278
82279
82280
82281
82282
82283
82284
82285
82286
82287

0.215
0.216
0.214
0,172
0.213
0.212
0。 132
0.220
0.216
0.223
0.212
0.213
0.269
0.220
0.225
0。 204
0.221
0.221
0.214
0.220

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

098  0.071  1.473
091  0.073  1.518
046  0.446  6.607
032  0.370  5.842
088  0,077  1.776
097  0.083  1.673
062  0.071  1.555
092  0.086  1.646
096  0.079  1.618
096  0.067  1.517
090  0.085  1.676
099  0.062  1.653
095  0.060  1.757
096  0.106  1.782
097  0,067  1.501
100  0.061  1.649
098  0.075  1.510
090  0.080  1.559
096  0.055  1.484
099  0.075  1.595

1.062  0.422
1.037  0.413
1.695  1.499
1.473  1.296
1.113  0.440
1.065  0.408
1.080  0.407
1.030  0,388
1.101  0.425
1.022  0.378
1,076  0.416
1.114  0.413
1.160  0.703
1.171  0.447
0。 993  0.385
1.081  0.441
1.026  0.425
1.050  0,400
1.020  0.390
1.100  0.424

0.279  0,070
0.209  0.059
0.379  0.508
0.190  0,441
0.333  0,044
0.251  0.057
0.263  0.078
0.236  0.080
0,283  0.089
0.275  0.077
0.270  0,051
0.256  0,107
0.201  0.061
0.320  0.087
0.250  0.071
0.277  0.091
0.255  0,083
0。 292  0。 114

0.272  0.067
0.325  0.050

0.024  0.325
0.032  0.363
0.038  0.410
0.026  0.283
0.036  0.364
0.033  0.362
0.024  0.269
0.033  0.376
0.027  0.347
0.027  0.345
0.031  0,359
0.029  0,349
0.034  0。368
0,033  0.360
0,028  0.336
0.030  0,342
0,027  0.337
0,032  0.365
0.028  0.355
0.031  0.356

JG‐ 1 0,780  0.208  0.072  3.739  0.969  1.260  0,310  0.047  0.031  0.317



表
4 
上
薗
・
平
瀬
野
・
大
平
遺
跡
出
上
の
黒
曜
石
製
石
器
、
石
片
の
原
産
地
推
定
結
果

分
析
番
号

試
料
_遺
物

番
号
 
番
号

地
区
名
層
位

原
石

産
  
  
地
 (
確
率
)

判
  
 
定

器
  
種

82
26
8
1-
HR
S 
54

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(9
8%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

82
26
9
2-
HR
S 
51

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(7
9%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

82
27
0
3-
HR
S 
53

観
音
崎
(8
1%
),
両
瀬
第
1群
(7
0%
)

姫
 
島

剥
片

82
27
1
4-
HR
S 
48

両
瀬
第
1群
(0
,7
%)
,観
音
崎
(0
.1
%)

姫
 
島

石
鏃

82
27
2

5‐
HR
S 
50

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(5
%)

桑
ノ
木
津
留

石
鏃

82
27
3
6-
OH
R 
6

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(3
0%
)

桑
ノ
木
津
留

二
次
調
整
剥
片

82
27
4
7-
OH
R 
7

2層
【桑
ノ
木
津
留
第
1群
(9
7%
),
KS
2遺
物
群
(4
%)
,戸
門
第
1群
(1
%)
】

桑
ノ
木
津
留

石
鏃
未
成
品

82
27
5
8-
OH
R 
8

2層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(8
%)

桑
ノ
木
津
留

二
次
調
整
剥
片

82
27
6

9‐
OH
R 
9

2層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(7
0%
)

桑
ノ
木
津
留

二
次
調
整
剥
片

82
27
7
10
-
UE
S 
80

2区
4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(6
3%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

82
27
8

11
‐
UE
S 
20

2層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(4
5%
)

桑
ノ
木
津
留

二
次
調
整
石
鏃
片

82
27
9
12
-U
ES
 8
2

4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(2
5%
)

桑
ノ
木
津
留

石
鏃
未
成
品

82
28
0
13
-U
ES
 9
1

4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(9
1%
)

桑
ノ
木
津
留

二
次
調
整

82
28
1
14
-U
ES
 l
10

4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(0
.1
%)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

82
28
2
15
-U
ES
 6
2

4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(6
2%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

つ ０
０ ０
つ る
０ 々
Ｏ Ｏ

16
-
UE
S 
l1
3

4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(2
1%
)

桑
ノ
木
津
留

二
次
調
整

82
28
4
17
-U
ES
 l
17

2層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(5
9%
)

桑
ノ
木
津
留

使
用
痕

82
28
5
18
-U
ES
 1
20

4層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(1
3%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

82
28
6
19
-U
ES
 1
22

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(6
6%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

82
28
7

20
‐
UE
S 
12
3

2層
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(7
7%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

― 『 伽 ―

HR
S 
i平
瀬
野
遺
跡
、
OH
R:
大
平
遺
跡
、
UE
&上
薗
遺
跡

注
意
:近
年
産
地
分
析
を
行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
判
定
根
拠
が
曖
味
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
の
み
を
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
ま
す
。

本
報
告
で
は
日
本
に
お
け
る
各
遺
跡
の
産
地
分
析
の
判
定
基
準
を
一
定
に
し
て
、
産
地
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
判
定
基
準
の
異
な
る
研
究
方
法
(土
器
様
式

の
基
準
も
研
究
方
法
で
異
な
る
よ
う
に
)に
も
関
わ
ら
ず
、
似
た
産
地
名
の
た
め
に
同
じ
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、 
全
く
関
係
(相
互
チ
ェ
ッ
ク
な
し
)

あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
結
果
に
連
続
さ
せ
る
に
は
本
研
究
法
で
再
分
析
が
必
要
で
す
。
本
報
告
の
分
析
結
果
を
考
古
学
資
料
と
す
る
場
合
に
は
常
に
同
じ
基
準
で

判
定
さ
れ
て
い
る
結
果
で
古
代
交
流
圏
な
ど
を
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【桑
ノ
木
津
留
第
1群
(9
7%
)】
:【
 
】
で
示
さ
れ
た
推
定
確
率
は
風
化
層
の
影
響
を
受
け
や
す
い
軽
元
素
(C
a/
K,
Ti
/K
)の
軽
元
素
比
を
抜
い
て
判
定
を
行
っ
た

結
果
で
、
20
5個
原
石
群
の
中
で
0.
9%
以
上
の
確
率
で
判
定
さ
れ
た
原
石
産
地
を
記
し
た
。
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所 在 地 】ヒ糸革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

上 薗 遺 跡 小林市大字東方字上ノ薗 32° 02′ 23〃 130° 59′ 57〃
1999,4.28
-7.8 9001N 鉄塔建設

平瀬野遺跡 小林市大字東方字平瀬野
1999.10.5
～ 11.9

900■正 鉄塔建設

大 平 遺 跡 小林市大字北西方字大平
2000.6.1
-7.26

900■ド 鉄塔建設
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所収遺跡名 主な時代 主な遺構 主な遺物

上 菌 遺 跡 縄文時代早期 な し 貝殻文系土器、条痕文系土器、押型文系土器

平瀬野遺跡 縄文時代早期 集石遺構 貝殻文系土器、条痕文系土器、押型文系土器

大 平 遺 跡 縄文時代早期 集石遺構 貝殻文系土器、条痕文系土器、押型文系土器
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